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高齢者虐待防止対策費

戦略項目

担当名:担当名:認知症・虐待防止担当

高齢者虐待の防止、高齢者の養護者に対する支援等に関する法

律

02　　　介護の安心

010201　高齢者が安心して暮らせる社会づくり
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高齢者虐待対策事業費

１　事業概要

　高齢者虐待に対応するための支援及び普及啓発を行う

とともに、市町村の相談窓口やネットワークづくり等の

体制整備を支援する。

（１）高齢者虐待体制整備事業　　　　　2,949千円

（２）高齢者虐待対応研修事業　  　　　　436千円

（３）介護施設等虐待予防・対応事業　　　354千円

（４）要援護高齢者等支援事業　  　　 　　10千円

２　事業主体及び負担区分

　　（国1/2・県1/2）

３　地方財政措置の状況

（区分）高齢者保健福祉費（細目）高齢者福祉費

（細節）高齢者福祉対策費

（積算内容）高齢者虐待防止、高齢者の養護者に対する

　　　　　支援等に関する事務経費

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

　　9,500千円×1.5人=14,250千円

５　事業説明
（１）事業内容
　　ア　高齢者虐待体制整備事業
　　  　高齢者虐待相談・指導のための専門の職員を高齢介護課内に配置する。（1名）（通年）
　　イ　高齢者虐待対応研修事業
　　  　高齢者虐待対応専門員研修及び管理者研修を実施する。（160名・40名）（6月）
　　　　高齢者虐待対応専門員の困難事案対応能力向上のためのフォローアップ研修を実施する。（80名）（1月）
　　ウ　介護施設等虐待予防・対応事業
　　  　介護施設等従事者向けの虐待対応セミナーを実施する。（2月）（1回）
　　　　介護施設等での虐待防止への取組を実地に指導する。(10か所）
　　エ　要援護高齢者等支援事業
　　  　要援護高齢者等支援ネットワーク会議構成員の実務者による会議の開催。（7月）（1回）
（２）事業計画
　　ア　専門職員を配置し、市町村等関係機関の相談、指導体制を整備する。
　　イ　市町村における高齢者虐待対応窓口での対応能力向上のため、大学教授等専門家による研修を実施する。
　　　更に、困難事案対応能力向上のため、事例検討による研修を実施する。

　　　虐待対応セミナーを実施する。
　　ウ　介護施設・サービス事業所の職員による高齢者虐待を未然に防止するため、介護施設等従事者向けの

　　エ　見守り活動等の活性化を図るため実務者による会議を開催し情報交換を行う。
（３）事業効果
　　　市町村における速やかな高齢者虐待への対応
　　　専門員の養成状況　平成23年度→103名、平成24年度→156名、平成25年度→134名
　　　介護施設等従事者への虐待防止への啓発
　　　参加者数　平成22年度→267名、平成23年度→239名、平成24年度→180名

(単位：千円)

分野施策


